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大学の社会連携 ・社会貢献

今 大 学においては 研 究 教 育に加えて社去■献や十1会連lr

わ重 要な柱にljつてさていますど研究の成果を社会に逗元するこ

とが求めらイ(ているのです。

当大学では T[0と して 「知ul資産センターJわ ま`す設置され

た後 研 究とそこから生じる匁的Bl産を有空 活 用するための旧

帖として 「社会連携促進知財本部Jわ 設`置されました。これによ

り 研 究成架を広く社会に発信するとともに 社 会の二一ズを収

貨し敦草に伝える い わゆるコーディネイターとしての役=Jを担

うようにrJりました.最 jで よ 研 究開発を財政間から支援する

千毎々 の公的なファンドが整備されてきており 当 旧■ではこのよ

うrJ市J度を活用する支長もイ予つていますど

私の研究宣を,Wことると 当 大学TLOの 支ltを得て 関 東l.

済産業局の平成]3年度R日効中地域新生コンツーシアム研究開発

事業 「含なAイ ブリッド防街≧料による環境保全IJ応4」本装

体系の開発Jを 企業2社との夫同研究 ま たNEDO(新 エネル

ギー 産 共技術作合開発■構)の 大学発事業創出実用化研究lT

発事業 (マッチングフアンド)の 支据を得て 平 成14年度は

「Aイ ブリットなの開発研究と「S用Jを 企業31と  平 成15-

16年度は 「ナノ本のIl発と応用に関する研究PT3発Jを 企業]社

との共同研究をこれまでに行いました。

大■にお Jる11会連携の同崎は 社 食の人Ul活力 技 術力 1高

IH ノウAウ などを活用して大字をより発展させる十日互連lrを国

指すことにもあるわけて そ の点ても大きな成果わ1切わてきるの

ではないかと思つていま」

さらに現在大学の社会車ばには 口 1均での連すたのみならす 国

幹0,な進■も求めら|(るようになiJてきており と りわけ中国や

東南アジアとの交/―が=要 に
‐
Jってきてしヽます。

このような″(本 i6周 lBロー20□ に中国福建省の人民政府

の指待により 「ブロジェクト成果交易套Jに 出展 当 大学では初

めての:iPrlとして 「ナノ本とAイ フリッド速をと本Jの 技l15につ

いて発表してきましたⅢ

我々の布i究竺は有権合成化■を手円とし 天 休原料を活用して

｀
た 、Nv明 治大学社会連携促進知財本部

社会連携促進知財本部員
理工学部教授

目腰 哲 雄

香料 医 =は  埜 ‖ =着 高tなどの権,こにlJ料を合成する研究を

イ子つており そ の一つとして洋の化学的研究に取り組んでいまJ,

かは高くわ`ら用いられてきた天外昼料てあり そ の二憤はもが

あり優るとで共しく 忍 物の去飾材料として三宣さイ!てきましたぅ

ウルシの木は日本や中国をはじめ東南アジア吾|とに生有しており

そのlelルである本液は空気に,Jれるとゆi,くりと硬化していく14

巨をおi〕ています。本は 「本を育てて資源を得る1という寸培

型のtfflであり I‐境保護やエネルギー有効利用の侃■ljら=掌

なクリーンポリマーであると語1就されてきまtソた。さらにとに間
わる化学は 石 油rfど4し石資源に依存しない天然ウ料によるモノ

作り 自 然のサイクルを見習つたモノ作り い わゆるグリーンケ

ミストリー (環境に優しい化字)と してと自されてしヽます.

サ々の研■宣では そ んな本の伝抗均な利用,フ(を4会言ヽしなlJら

化すの考え方や技何を導入することで新たな利出とを研究し そ
の結実として 「本を用いたクロムフリーの全同防i高,ノ、J Aイ
ブリット,■ 「ナノ'4開発J「 =格 技忘を応用したインクジェッ
トフリントJな とをPT元することに成功しています。

経済発展の者しい中国てよ 年 度3000ト ンも4を =産 し〔

いるにもかかわらす 石 油化学う`ら得られる合成十1:H旨子の二料の

開発やiJ用が席んて か の利用は話しく,1少してしヽるようでtノた.

しかしながら 逆 にその現状のせいわヽ 交易会ては4に 対するP‐3

いが高く 其 同研究の中し込みや"lll準大の言百わ`あり 周 Lか ら

はIJF]きな彗労わサユじられましたt

この交易会に参加して 海 夕|とのL何 交流や,付t移草iもこれlj

らは人事になってくるとの思しヽをやくt, 社極的な取り組"の 必

要性を感じるとともに 社 会連携促進本‖の一ぬとtッて 社 套■

拘1 社会連携を 大 学致吉や研究に結び付けて有力に,高かせるよ

うに努力していきたいと考えてしヽます.
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陰 良品」の提供をモットーに

私ども株式会社ライフサボー トは 「食料品わ`ら食良品へJ

をモットーに オ ーガニックを中心に安全 安 心で高品質な

食品をお層けしている企業です。目指しているのは 単 に空

腹感を充足させるだけの 「食料品」ではなく 食 品が持つ本

来の機能である 食 物を摂取することによつて健康を獲得

維持し 健 やかな心身を倉J造することが出来る 本 当の意味

で私たちに必要と考える 険 良品Jの 提供です。

「テンペ」との出会いを通して

こうした企業姿勢のもと 多 くの食品開発に取り組んでい

く中で
‐
テンペ

Ⅲ
というユニークな食材との出会いがありま

した。 テ ンペ は  も ともとインドネシアで誕生した大豆発

酵食品で わ が国でも]980年 代初頭に周辺技術をもつ国内

納豆メーカーが相次いで製造 販 売に乗り出したものの 残

念ながら日本人の食卓に定着するには至りませんでした。そ

の理由として よ な じみの無い名前と形状 調 理方法等の普

及不足などが挙げられますが 何 よりも 一 言で言えば 美

味しくない ! そ の自味と食感にあつたのです。

昨今の世界的な健康ブームの中でも 大 豆とその発酵食品

に含まれるイソフラボンをはじめとする栄養価の高さや

GABAの 機能性などについてが大きく取り上げらllています。

そんな背景の中 大 豆発酵食品にして 食 品としての完成度

が極めて高い テ ンペ
立

の本当の魅力を多くの人に知つても

らうことが出来ないだろうか?美 味しい テ ンペ
'を

作るこ

とは出来ないだろうわ`?と 考え 私 どもは研究に取り組んだ

のです。

こうした  テ ンペ の 可台ヨ性を探る中で 日 本テンペ学会

の事務局長を勤められる わ が国テンペ研究のリーダーのお

一人である明治大学農学部加藤英八郎先生との出会いがあり

ました。

産学連携による画期的な商品の誕生

加藤先生がお持ちの多くの経験や知識を提供いただくなか

で 新 しい商品開発や関連会社での テ ンペ の 内製化も軌

株式会社ライラウポー ト

代表取締役社長 篠根 肇

道に乗せることが出来ました。

なかでも 商 品名 「「発芽玄米と大豆Jお いしいテンペJは

明治大学の保有特許を利用した商品です。末脱皮大豆と玄米

という異tJる素材を組み合わせ発酵させた 市 場初の画期的

なこの商品は 主 貸である穀物と冨J食である豆類を 圧 芽等

を自んだ栄養価の高いままの状態で一度に損取できるという

栄き学的にも ま た消化吸収面からも優れた特長を持つてい

ます。また、大豆だけでは解消できなかつたパサついた食感

の改善や な により従来の
“
テンペ の 概念を塗り替えた

美味しさ わ 最`大の特長と言えるでしょう。

この商品イ印[至るまでの試行錯誤は少なくなく 異 なる素

材を均質に発酵させるための日3合比率の検討をはじめ 理 想

的な発酵時間の検証 新 商品に最適なテンベ菌種の選択など

枚挙に暇がありません。さらによ 優 れた食味や栄EE価など

の品質を維持するために 一 般的なレトル ト加工を採用せす

に コ ストや流通面では敢えて八ンデのある冷凍製法を採用

することにより、今回の成果を最大限理想的な形で市場に送

り出すことが出来たのです。

さらなる産学連携への期待

私どもライフサポートにとっても こ うした産学連携の取

り組みは初めての経験でした。もちろん多くの企業でこのよ

うな取り組みが行われていることを知つてはいましたが 正

直 身 近な方法諭という認識はありませんでした。しわ`し、

今回の経験を通じて、単に新商品の開発というだけでなく
A産

学連携
す

という方法論に大きな可能性を見出せたことが

私どもにとつて最大の収穫と言えるかもしれません。

こうした
h産

学連携 と いう優れた方法論を多くの企業や

団体が気軽に利用でき さ らに実効性の高いシステムにして

いくためにも 既 に取り組みが始まつているかもしれません

が 「学」の情報を 「産Jに 移転するだけでなく 「産Jの 情

報をいかに 「学」に取り込んでいくかという面わ`らの交流強

化の仕組みづくりが不可欠でよないかと考えます。



中国福建省プロジェクト成果展示会への出展について
生田研究 如 財クループリーダ 小 澤  芳 明

本年6月 ]8日 から20日 まで 中 国福建省のフロジェクト

成果展示公に 当 大学理工学部富腰教授 知 的資産センター

事務室 (現 研 究 知 財事務室)の 高橋事務長および私の3

名で当大学の研究成果を出展してきました。

これは 中 国福建省人民政府主催の研究成果 新 技術およ

び物産等の展示会で 今 回第5回 自となり 福 建省最大の都

市である福ハ1市で開催されました。

福建省は [存 知のとおり 中 国大隆南東沿海部の省であ

り 台 湾の対岸に位置しています。この地の利から台湾との

交易が盛んなことが特徴です。また 烏 龍茶の産地としても

広く知られています。地形的に山地が海辺まで迫つているた

め 耕 地が少なく 人 口が過雷状態になつており、以前から

海外への移住者が最も多く出ている省だそうです。

経済発展害しい中国沿海の浙江省や広東省と比較して、福

建省は発展が遅れており そ れらの省に追いつくためにも 経

済をさらに発展させることが求められているようです。省内

では 靴 の製造をはじめとする軽工業が盛んですが さ らな

る発展のためには よ り付加価値の高い産業を多く根付わ`せ

る必要があります。これを実現させるためにも 新 技術等を

流通させる目的でこのような展示会が毎年開催さllています。

この展示会では 情 報通信技術 生 tr/7 医薬品 新 材料

環境保全技llT 康林水産品 民 芸 工 芸品などの展示のほか

福建省ならではのお茶の試飲 販 売 さ らに台湾館 盆 栽館

など さ まざまな技術および産品が紹介されていました。

今回 当 大学の社会連携促進知財本部として初めて海外で

研究成果を出展しました。当大学は 福 建省外務事務室の招

待エリアの1スペースをいたださ 以 下の3件の研究成果を展

示しました。

O「 ナノ漆の開発と応用」理工学部富腰教授

O「 環境共生型 『留 しビニル系建設廃実物の循環利用lffjJの開到

理工学部菊池教授 小 山准教授

〇 「発酵食品 (発芽玄米テンペ)の 開発J

農学部加藤専任講師

外務事務室の招待エリアには 当 大学以外にも日本大学

横浜桐蔭大学のほか 日 本企業が2社 と長崎県庁および神奈

川新聞社が出展しました。

展示会の初日 (6月 18日 )は 朝から多くの人が入場を行つ

て並んでいました。開会式のあと 入 場開始となりましたが

あまりに多くの人がつめわHサたため 一 時 入 場を制限しな

けllばならないくらいでした。

結局 初 日の入場者は1]万人だつたそうで、まさに、中国

語の 「大山人海」という表現がびつたり当てはまる状態でし

た。日本の展示会にも過去に多く出展していますが こんな

に盛況なものは経験したことがありません。中国の人日の多

さとみなさる活力が感じられ 高 度経済成長を続けている所

以がわかりました。

当大学のブースを訪れる人も大変多く 持 参した大学案

内 技 術等の説明資料はすこい勢いではけてしまい 現 地で

急遠 資 料をコピーして対応したくらいです。

訪れた人は、将来 日 本への留学を希望する人が圧倒的に

多かつたのですが 真 食いこビジネスのたねを探しに来た人も

多く見受けら/tました。

展示した研究成果はど/1も好評でしたが 中 でも 自 腰教

授が開発したナノ漆に関する技術は 害 慶塗等の優実な漆器

の上にインクジエットプリンタを用いて漆を吹き そ こへ金

粉を施して蒔絵風の写真や文字を表現したサンフル等を多数

展示し し わ`も発明者自らが技術説明を行つたため 大 変好

評を博しました。やはリ サ ン功 レを通じて漆独特のつや

輝き 深 7/などの美しさを一目瞭然でわかつてもらえたこと

が大きかつたと考えています。

中国での展示会で驚かされたことは 「あるたの技術に投資

をしたいので一緒に事業を起こさないかJと いつた真剣な菌

談をいくつか受けたことです。もちろん 技 術や製造ノウA

ウに関するライセンス供与の打診も数件あり 現 在 そ れら

のフォローを行つています。

この成果展示会が成功要に終わつたことは な んといつて

も福建省外務事務室の方々のきめ細かいサポー トがあつたこ

とと 彼 らが派遣してくれ

た通pRポランティア(数名)

の存在が大きかつたと思い

ます。

昨今、大学の研究および

産学連携の国際化がDIばれ

ていますが こ の展示会 よ

当大学にとっての国際化の

ための何らかの足がかりに

なつたと考えています。



…

9月に事務機構改革により、これまでの研究所事務室と知的資産センター事務室が統合され 新 たに研

究 知 財事務室が発足しました。研究 知財事務室よ 図 書館 生 涯学習機関 「リバティアカデミー」 博物

館と同じく学術 社 会連携部に属し ① 研究推進グループ②リエツングルーフ③生回研究 知 財グルーブの

3グループで構成されています。3グループの業務概要は次のとおりです。

文系分野の研究支援サービス 研 究費管理業務、研究知

財戦略機構 研 究企画推進本部事務局、大文科学 社 公

科学研究所等の事務局

文系分野の産目字連携窓口業務 大 学発ベンチャー起業

支援、秋葉原サテライ トキャンパス事務局、社会連携促

進知財本部 知 的資産センター事務局

理系分野の産官学連携窓口 研 究支援サービス 研 究費

管理業務

既に研究組織としては、研究所と知的資産センター (TLO)と こつあつた産官学連携の窓□が、本年4月

め`ら学長の下に設置さllた研究知財戦略機構に一元化されるとともに 受 託研究や奨学寄Fl金等に関する規

程等の見直し 統 合化も図らrIています。今回の事務機構改革により 産 官学連携に係わる事務局が研究

知財事務室の一つとなり 本 学の産官学連携の一元化は名実ともに実現されたことになります。

パランスの取れた産官学連携活動とワンス トップサー ビスに充実

知財本部が設置されて4年  こ の間 知 的財産活動は進展を遂げながら、研究 教 育とともに 新 たな社

会価値の創造が求められるなど変化をしています。社会連携促進知財本部では 研 究 教 育とのバランスと

一体化を図りながら 本 学の強みや特徴を活かした多様な産官学連境活動を推進してまいります。また こ

れを担う研究 知 財事務室では 所 属する知的財産マネージャー等専門人材及び専任職員が 学 内外からの

研究及び知財に関するアクセスに対しての適切かつスピーディーに対応可能なワンス トップサービスの充実

を目指していきますので 益 々の御支援 御 協力を心よりお願いいたします。



社会運携促進畑財本部活動報告(1)

社会連携促進知財本部は、展示会や地域での技術交流会を通じて、企業に研究シーズの紹介を行つ
ています。これまでに実胆 ・参加したイベントを紹介いたします。

「イノベーション・ジャパン2007-大 学見本市」が9月 12日から14日まで、東京国際フォーラムに
て開催されました。このイベントは、科学技術振興機構 (usT)、新エネルギー 産 業技術総含開発機構
(NEDO)が 主催する国内最大級の産官学のマッチングイベントです。

今回本学からは、下記の6つの最新の研究成果を発表し、企業等から受託 共 同研究等に関する多くの
相談 間 合せがさています。

「D日解法を用いた建築仕上|ナ材料のリサイクリレ技術開発J

理工学部 建 築学科 小 山 明 男 准 教授

「環境安定型ナノ金属磁性体」

理工学部 応 用化学科 渡 辺 友 亮 准 教授

「電子文書の公平な公開を保証する皓号化システムJ

理工学部 情 報科学科 中 所 武 司 教 授

「インタラクティブ進化計算を用いた

顔画像美肌化処理システム」

理工学部 情 報科学科 荒 川 窯  教 授

「常温下での低加圧二酸化炭素マイクロ ナ ノパブルを

用いた新しい食品 飲 料水殺菌法」

震学部 農 学科 早 田 保 義 教 授

「水耕栽増におけるマイクロパブルの利用」

震学部 農 学科 玉 置 雅 彦 教 授

ハ

社会連携促達畑財本部は、自治体 ・商工会議所 地 場産業振興センター等と協力して、地域連携活動を
行つています。新潟県県央地域 (燕市 ・=条 市)で の 「研究技術交流会」は、今回年 連続4回 目となり
下記のような研究シーズ及び研究発表を行いました。

9月フ日 (金)

三条 燕 地域リサーチコア

研究シーズ 研 究発表

① 「刃4//7のメカニズムと特殊な切断モデルー多層コート紙の型抜切肌

塚田 忠 夫 明 治大学理工学部機械情報工学科教授

④ 「溶滋を使つた金属の衰面修飾J

漬辺 友 亮 明 治大学理工学部応用化学科准教授

① 「スマートシンクロナイゼーション～生産と販売のスマートなコラボレーションJ
山下 洋 史 明 泊大学問学部教授

④ 「技術とマーケティングー売れる技術と売れない技術 そ の違いを深る一」
大友 純   明 治大学問学部教授

舶
欝



社会連携促進知財本部活動報告(2)

社会連携促達却財本部は、連合駿台会との共催で、今回で3回目となる 「明治大学学生ビジネスアイデ

アコンテスト」を開催し、本学学生 院 生を対象に学生ならではのビジネスアイデアを広く募集したとこ

ろ、多数の応募がありました。第一次選考 (書類選考)に て長時間におよlSl選考の結果、下記の101牛を

選定しました。

知的財唐権管理のための業務処理システム

パイオメタンガスのネット市場創出

DVD販 売 レ ンタリレポップ仲介ビジネス DFtPC

こんなサービスほしかつた 。

駅ナカのメイク生活支援サービス 「駅de Beauty」 が

員女のメイクライフを変えます !

Sukha(ス カ)iヒ ンドウー語で 「幸福」を意味します

篠 麻 子さん

(情報コミュニケーション学部 3年 生)

)日  高 弘さん

(グローバル ビ ジネス研究科 1年 生)

徳口 玲 亜さん

(法学部 2年 生)

平沼 純 子さん

(fJ学部 1年 生)

讃岐 智 さん

(政治経済学部 3年 生)

瀬崎 椅 一さん

(商学部 3年 生)

浅田 大 幅さん

(震学部 ]年 生)

平屋 伸 洋さん

(経営学研究科 博 士前期課程)

Ff辺 裕 美子さん

(グローバル ビ ジネス研究科 ]年 生)

中西 晋 さん

(理工学研究科 博 士前期課程)

幸せ後押し企業 『八ッピーサポーターJ

PCR法 を使用した 混 合生肉における肉種の検出及び

宗教上の忌避食物の有無の検査

湘南地域における楽由の

ユビ■タスネットワーク マ ーケテイング

シニア向け余暇情報サービスの提供
～いきいさシエアと地方活性化の融合～

ユニーバーサル農業法人

今後のスケジュールは10月6日 (上)に ブレゼンテーション層査を行い 最 終運考を行います.当 日3 審 査の95

間と平行して本学卒業生の起業家の藤川幸廣 株 式会社デジタルスケーフ代表取柿役社長による43別:高遺を開催いた

します。

表彰は 12月 1日 (上)の 「第5回明治大学産学交流シンボジウム」で行う予定です。
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グローカル社会における産官学連携 :新たな連携の構築を目指して

今回のシンポジウムでは、「グローカル社会における産官学連携 i新たな連携の構築を目指し

て」をメインテーマにして開催します。国際化が著しく進展する中、グローパルな視野からの

産宮学連携が今や必然的になると同時に 地 域の活性化を図るためには 「知Jと 「技術」の言

わば結節点である大学の力が不可欠となつています。シンポジウムでは、国際化 (グローパル)

と地域 (□―カル)振 興を二つのキーワードを中心に展開し、新たな産富学連携フレームワー

クを考えたいと思います。

年初早々の時期とは存じますが、お誘い合わせのうえ御参加くださいますようお願いいたし

ます。

◆日 時 !2008年 1月17日 (木)]3!00～  18i30

◆会 場 i駿河台校舎アカデミーコモン

プログラム

【第1部】シンポジウム (13!00～1フ,00)

●開催の挨拶  納 谷 魔 美  明 治大学学長

●来賓の挨拶  文 部科学省

●基調講演 (13120～ 14:20)

「イノペーションとグローカルな産宮学連携の推進』

講師 松 田 岩 夫  元 国務大臣 (科学技術政策 IT担 当)

0明 治大学社会連携促進知財本部報告 (14!20～ 14!40)

「5年間の活動と今後の活動について (方針)J

山元  洋   社 会連携促進知財本部長

●′〔ネルディスカッション (14i50～ 16150)

「グローカル社会における 「知」と 「技術Jの 結節点を目指して i

新たな産官学連携の枠組みの提案』

パネリスト

①平尾  敏   野 村護券産学官連携シエアマネージャー

②文部科学省  (交 渉中)

③横田  莫   経 済産業省関東経済産業局地域経済部長

④濱野  健   品 川区長

⑤白井 江 芳  信 州大学理事 (研究 産 学官連携 地 域連携担当)

⑥柴田 嘉 郎  明 治大学知的財産マネージャー

コメンテーター

堀井 朝 運  タ カノ株式会社相談役

モデレーター

森下  正   知 財本部副本部長 政 治経済学部教授

【第2部】交流会 (17:00～18i30)参カロ費 2000円
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シンポジウムに関する詳細は、下記 「明治大学社会連携促進知財本部」までお問い含わせください。

メインテーマ :「イノベーション時代の大学と企業」

◆日時 1200フ年12月]日 (■) ]3i30～ ]フi30

◆場所 i明治大学較河台校舎リパティタワー

プログラム

【第1部】

開会族抄

【第3部】

明治大学学生ビジネスアイデアコンテスト200フ表彰式

〔第4部】
懇親会―名束J 情報交換―

宗近 博 邦 明 治大学理事

(産学交流シンポジウム実行委員長)

大学代表擦拶

長吉 泉   明 治大学理事長

基調議演

「明治大学の挑戦―グロー′巾レ時代の人材育劇

納谷 慶 美 学 長

【第2部 l

特別講演

1 「 セーレンの企業改革一戦略的 IT活 用による

斜陽産業からの脱却」

川田 達 男 セ ーレン株式会社

代表取締役社長 最 高執行責任者

2 「 MSAは 日本企業を変えるわ」

柳谷 孝  野 村請券株式会社 執 行役副社長

◆日時 !200フ 年12月 13日 (木)

◆場所 i関西学院大学 西 目上ヶ原キャンパス

〔主催】                        基 調議演

明治大学 慶 應義塾大学 中 央大学           シ ャーフ株式会社

東京電機大学 早 稲田大学 日 本大学          デ イスプレイ技術開発本部技官 Fln田文明氏

関西大学 関 西学院大学 同 志社大学         研 究シーズ発表会 (当大学発表シーズ)

立命館大学                       「 深海酵母の新規機能遺伝子の探索
一環境浄化への応用を目指して一J

明治大学 農 学部 生 命科学科 浜 本牧子准教授

懇親交流会

Eインターフエイス] 200フ 年11月 13日 号/明 治大学社会連携促進知財本部

【発行 編集〕明治大学社会連携促進知財本部

〒1019301東 京都千代田区神田殴河台卜1

TEL103‐3296‐432フ  FAX!03‐ 9296‐4283

E ma‖ t oOnics meri acjp

http〃www meけ LacJp/t。/

この号が発行される11月 よ第3回目となるアグリビジネスフォーラム

を開催します。この展示ブースでき 大 学で作られた 「費用カンナJ

などの震産物や 「明大ワッフル」等 大 学がブランドとなつている食

品の試食コーナーを設けます。 「食欲の秋」に相応しいイベントにな

るかと思いますので ぜ ひこ参加ください。

醐
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